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猿 島 郡 境 町 山 崎  3 4 8

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 8 4 7

㈲ 赤 荻 建 設
茨 城 県 猿 島 郡 境 町 蛇 池  3 9 9

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 5 0 0

㈱ 新 井 建 設 工 業
猿 島 郡 境 町 内 門  6 8 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 5 0 3

加 藤 建 設 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 稲 尾  7 2 6

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 6 9 0

㈲ 栗 田 建 設

猿 島 郡 境 町 内 門  2 8 8

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 2 3 7 3

㈲ 栗 原 緑 化 土 木
猿 島 郡 境 町 長 井 戸  1 7 1 9 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 3 0 0 9

小 林 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 松 岡 町  7 6 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 6 6 6 6

㈱ 篠 原 工 務 店
猿 島 郡 境 町 伏 木  1 3 7 3 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 3 1 2 2

㈱ 新 栄 開 発

猿 島 郡 境 町 塚 崎  2 9 5 0 － 1

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 1 8 7 0

㈲ 染 谷 組
猿 島 郡 境 町 伏 木  2 3 5 － 5

T E L 　 0 2 8 0 － 8 6 － 5 2 5 9

㈱ 染 谷 建 設 工 業
猿 島 郡 境 町  1 0 1 4

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 7 1 2 1

中 和 建 設 ㈱
猿 島 郡 境 町 栗 山  1 9 2

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 6 0 0

㈱ 生 井 土 建

猿 島 郡 境 町 塚 崎  6 7 6

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 1 9 8

㈱ 福 島 工 務 店
猿 島 郡 境 町 住 吉 町  3 2 0

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 0 4 7 1

山 下 工 業 ㈱
猿 島 郡 境 町 伏 木  3 7 0 3 － 3

T E L 　 0 2 8 0 － 8 7 － 4 9 2 1

㈲ 友 進 建 設

大 好 き ！ 境 町 　 郷 土 の 発 展 に 貢 献 す る 　 　 　 さ か い ふ る さ と 祭 り 協 力 会

全 町 民 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り
～ ま す ま す 栄 え る 町 の さ ら な る 進 歩 を ～

解 決 で き れ ば 、 町 の グ レ ード が さ ら に 上 が る と 思 う 。◆ 今 後 も 移 住 定 住 対 策 を　
旭 化 成 建 材 の 社 宅 跡 に つ

い て は 、 進 出 す る 企 業 も すで に 決 ま っ て い る 。 約 １ 万２ ０ ０ ０ 坪 の う ち 、 一 部 は企 業 の 独 身 寮 と し て 整 備 する 予 定 で 、 一 部 は 町 の Ｐ ＦＩ 方 式 に よ る 第 ９ 期 定 住 促進 住 宅 の 整 備 予 定 地 と し 、ま た 一 部 は 分 譲 を 計 画 し てい る 。 こ れ に よ り 、 か な りの 人 口 増 が 見 込 ま れ る と 思う 。　
ま た 、 こ れ ま で Ｐ Ｆ Ｉ 住

宅 の 入 居 者 は 遠 方 か ら の 移住 者 を 中 心 に 募 集 し て き たが 、 第 ９ 期 で は 近 隣 市 町 等か ら の 移 住 者 も 対 象 と する 。 こ れ ま で も 、 近 隣 か らの 移 住 希 望 者 は 多 か っ た ため 、 そ の 需 要 に 応 え て い きた い 。

森 パ ー ク は 、 園内 の 木 を 切 り 整地 し て 、 ボ ー ル遊 び が で き る よう な 場 所 に で きれ ば 。　
教 育 面 に つ い

て は 、 英 語 教 育へ の 投 資 は も ちろ ん 、 ３ Ｄ プ リン タ ー や ド ロ ーン な ど 、 最 先 端の 技 術 を 学 ぶ こと が で き る よ う設 備 や 機 材 を 購入 し 、 教 育 環 境を 整 え て き た 。多 様 な 学 び に 触れ る こ と で 子 ども た ち の 将 来 の 選 択 肢 が 増え る 、 そ ん な 町 に な る と 思う 。　
ま た 、 学 校 施 設 は 猿 島 小

と 森 戸 小 の 統 合 を 検 討 し てい る 。 大 規 模 な 統 合 等 は 行わ ず 、 ス ク ー ル バ ス で の 送迎 な ど に よ り 対 応 し て い く方 針 。◆ 積 極 的 な 修 繕 や 長 寿 命 化　
選 挙 期 間 中 、 自 分 の 足 で

町 内 の 全 地 区 を 歩 い た 。 その 際 に 気 付 い た 、 修 繕 が 必要 な 町 道 な ど に つ い て 、 全て 見 積 も り を 出 し た 。 本 年度 中 に 全 て 直 せ る よ う 進 めて い き た い と 考 え て い る 。生 活 圏 道 路 で 修 繕 が 必 要 な箇 所 の 一 覧 表 を 作 っ て 、 すで に 自 治 会 長 さ ん に も 配 って い る 。

　
ま た 、 こ れ ま で 整 備 し て

き た 隈 研 吾 氏 設 計 の 施 設 も改 修 工 事 を 進 め て い く 。 まず は 、 整 備 し て か ら 時 間 が経 っ て い る 道 の 駅 か ら 、 今年 中 に も 着 手 す る 予 定 。 町内 に は 多 く の 施 設 が あ るが 、 こ れ ら を 持 続 可 能 な 施設 に し て い く た め 、 順 次 メン テ ナ ン ス を 実 施 し て い きた い と 思 う 。◆ 重 要 な 役 割 を 果 た す 建 設業　
地 元 の 建 設 業 の 方 々 に

は 、 こ れ ま で の 町 の 発 展 にお い て 重 要 な 役 割 を 担 っ てい た だ い て き た 。 こ れ か らも 、 町 が 発 注 す る 工 事 に お力 添 え い た だ け れ ば 。　
ま た 、 ２ ０ １ ５ 年 に 発 生

し た 関 東 東 北 豪 雨 の 際 に も大 変 ご 尽 力 い た だ い た 。 今後 も 、 災 害 等 が 発 生 し た 時に は 、 地 元 の 建 設 業 の 方 々に 協 力 し て い た だ け れ ば 有難 い 。

る 。 ２ 年 後 に は 完 成 す る くら い の ペ ー ス で 進 め ら れ れば 。◆ 中 心 市 街 地 の 充 実 へ　
県 道 若 境 線 と 結 城 野 田 線

の 交 差 点 近 く に あ る 「 Ｔ

－

Ｐ Ｌ Ａ Ｃ Ｅ 」 跡 地 は 、 町 が買 い 取 っ て 既 存 の 建 物 を 解体 し 、 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ルで 進 出 企 業 を 募 集 す る こ とも 視 野 に 入 れ る 。 既 存 の 建物 は 老 朽 化 し て い る た め 、今 後 の た め に も 解 体 し て の利 活 用 が 望 ま し い と 考 え てい る 。　
移 住 し て き た 人 か ら は 、

町 に 飲 食 店 や 衣 料 品 店 が 増え る こ と を 望 む 声 が 多 い 。地 元 の 人 か ら も 、 本 屋 な どを 求 め る 声 が あ る 。 こ う した 面 に つ い て も 、 ま ず は 中心 市 街 地 の 活 性 化 を 進 め るこ と で 解 決 に 一 歩 近 づ く こと が で き れ ば 。 こ の 課 題 が

◆ 誰 も が 安 心 で き る 町 に　
高 齢 者 が 孤 立 し な い よ

う 、 高 齢 者 の た め の 集 合 住宅 も 検 討 す る 。 今 は 利 根 老人 ホ ー ム の 一 部 を 町 に 売 って も ら え な い か 、 茨 城 西 南地 方 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合と 協 議 を し て い る と こ ろ 。既 存 の 建 物 を 改 修 し て 利 用で き れ ば 。　
い わ ゆ る 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム や グ ル ー プ ホ ー ム のよ う な も の で は な く 、 高 齢者 の た め の ア パ ー ト の よ うな イ メ ー ジ 。 施 設 の 中 に 小さ な レ ス ト ラ ン が あ っ て 、そ こ に 住 ん で い る 人 が 経 営し た り す る こ と も で き る よう な 場 所 に し た い と 考 え てい る 。　
高 齢 者 が 自 分 ら し く 元 気

に 過 ご せ る 施 設 を 、 ま ず は一 カ 所 作 れ た ら 、 こ れ ま で以 上 に 誰 も が 安 心 し て 暮 らせ る 町 に な る こ と が で き ると 思 う 。◆ 子 ど も が の び の び 育 つ 町に　
子 ど も が 安 心 し て 遊 ぶ こ

と が で き る 場 も 提 供 し てい く 。 さ し ま ア ク ア ス テ ーシ ョ ン 付 近 に あ る さ く ら の

◆ 引 き 続 き 選 ば れ る 町 に　
２ ０ １ ４ 年 の 町 長 就 任 以

来 、

1 2年 間 で 合 計

8 0億 円 規

模 の 財 政 改 善 を し た 。 今 後も 変 わ ら ず 、 財 政 健 全 化 を図 る た め の 事 業 を 推 し 進 めつ つ 、 ４ 期 目 で は 給 食 セ ンタ ー の 建 て 替 え な ど に も 着手 し て い き た い 。　
ま た 、 旧 シ ョ ッ ピ ン グ

モ ー ル 「 Ｔ

－

Ｐ Ｌ Ａ Ｃ Ｅ 」

跡 地 や 旭 化 成 建 材 ㈱ 社 宅 跡地 な ど を 活 用 し た 中 心 市 街地 の 再 生 、 活 性 化 も 目 の 前に あ る 大 き な 課 題 の 一 つ 。引 き 続 き 、 選 ば れ る 町 を 目指 し 日 々 努 め て い く 。◆ 早 期 に 給 食 セ ン タ ー 整 備　
町 の 給 食 セ ン タ ー は 、 築

年 数 が

4 0年 以 上 経 過 し 老 朽

化 が 進 ん で い る 状 況 で 、 建て 替 え は 喫 緊 の 課 題 と し て捉 え て い る 。 国 の 補 助 金 も活 用 し つ つ 、 町 の 負 担 が 極力 少 な く て 済 む よ う に 進 めて い き た い 。　
場 所 は 上 小 橋 周 辺 を 想 定

し て お り 、 今 の 施 設 よ りも 規 模 が 大 き く な る と 思う 。 検 討 委 員 会 も 立 ち 上 げて 、 ２ ０ ２ １ 年 度 に 供 用 を開 始 し た 北 茨 城 市 の 給 食 セン タ ー を 視 察 し た り し て い

　
若 い 世 代 や 子 育 て 世 帯 の 移 住 者 が 多 く 、 ま す ま す 栄 え て い く 境 町 。 こ と し 見 事

４ 期 目 当 選 を 果 た し た 橋 本 正 裕 町 長 は 、 町 内 に 住 む 全 て の 人 が 快 適 に 暮 ら せ る 町を 目 指 し 、 日 々 国 内 外 を 駆 け 巡 っ て い る 。 大 き な 課 題 と な っ て い る 中 心 市 街 地 の活 性 化 や 給 食 セ ン タ ー の 建 て 替 え に も 積 極 的 な 姿 勢 で 臨 み 、 町 の さ ら な る 進 歩 のた め 、 こ れ ま で の 勢 い を そ の ま ま に 全 力 を 尽 く す 橋 本 町 長 に 、 今 後 の 展 望 を 聞 いた 。

給 食 セ ン タ ー 建 替 に 着 手

市 街 地 活 性 化 で 定 住 促 進
高 齢 者 用 ア パ ー ト 整 備 へ

橋 本  正 裕 （ は し も と  ・  ま さ ひ ろ ） 　 1 9 7 5 年 1 2 月 2 0 日 生 ま れ

の 5 0 歳 。 芝 浦 工 業 大 学 建 築 工 学 科 卒 、 明 治 大 学 公 共 政 策 大 学

院 修 了 。  9 9 年 に 境 町 役 場 入 庁 、  2 0 0 3 年 に 2 7 歳 で 町 議 会 議 員

に 初 当 選 。  1 1 年 か ら 2 年 間 、 町 議 会 議 長 を 務 め る 。  1 4 年 に 町

長 就 任 、 今 回 4 期 目 の 当 選 を 果 た し た 。 趣 味 は ラ ー メ ン 食 べ 歩 き 。

動 画 配 信 サ イ ト で キ ン グ ダ ム な ど の ア ニ メ を 楽 し む こ と も 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

地 域 の 守 り 手 と し て 　

　 町 の 未 来 を 支 え ま す

▲ 初 登 庁 時 に は 多 く の 支 援 者 が 訪 れ た ▲ T － P L A C E 跡 地 利 活 用 に よ り 市 街 地 活 性 化 へ


